
駅の裏に施設整備が進んでいる。

ここに何か遊べる施設などが

入るのではないかと期待。

恵庭市に１０年後も住んでいたい！！

１０年後こんなまちになってほしい！！

第1回 市民まちづくりワークショップ 開催まとめ
恵庭市企画振興部企画・広報課

地域でＮＰＯとしての

取組を行っている。
『市民力』を爆発させる！！

子どもを出産したときの体験として、

良かったのか、それとも悪かったのか

によって、地域に対する愛着や思いが

変わってくる（重要なこと）と思う。

10年後は団地の子供たちが

巣立っていなくなるため、

対策が必要。

自分の子どもが一度恵庭から出て、
パワーアップして戻ってこられるよ
うなまち。

人との関わりが重要であ
り、快適さの要因である。
町内会のつながりを大
事に保っていきたい。

「恵庭は読書のまち」を継続して
いって欲しい。
図書ラリーは是非続けていて欲し
い。

買い物など、車がなく
ても移動しやすいま
ち。

稼ぎが減っていく、または同じ稼ぎの中で生
活コストを下げつつ、満足度を得られる豊か
な暮らし。
自分たちでできることをやっていきたい。

今後60代の人が増え子どもが減少する中で、老
後の人たちが活躍・活動できる場の整備。
子どもたちとお年寄り（大人）の交流の場（社交
場）。子どもは大人にパワーを与え大人は子ど
もに知恵を与える。
生きがい対策として、高齢者やリタイアした後に
もいきいきと働いていける場所があるまち。企
業が支援していくことで充実を図る。

新しいものを作っていくので
はなく、リフォーム。
モノをつくるより、交流・コミュ
ニケーションの場が必要。

子育てしやすく住みやすいまち。恵庭で
働けたらよい！
産婦人科（現在1軒）や小児科が増えて
いて欲しい。
貧乏子だくさんでも恵庭だったら大丈夫
と思えるまち。
子供も気軽に集まれる場所が欲しい。

定年後は旅行や趣味をしたい。趣味会を
発展させまちづくりに参加したい。
自転車が趣味なので、恵庭を通じて交流
したい。
50、60代の人も楽しく野球をしているよう
なまち。

定期的に高齢者と交流し、ひとりにさせ
ない仕組みが必要。
お年寄りの方たちも恋ができる、生きが
いが感じられるまち。交流。

大学と商業のコラボでま
ちの特産物を作る。

山（恵庭岳）をみたら、恵庭に帰ってきたと
感じる（シンボル的存在）。
出身は恵庭ではないが、恵庭で家畜等飼
いながらのんびり生活したい。
農業や景観、住居など地域毎にメリハリが
ある。コンパクトに暮らせるまち。
まちの景観・自然を壊さず大切にし、今あ
るものや緑を残していく。

その他、10年後の
希望や不安

ワークショップの様子
（事前説明・自己紹介）

ワークショップの様子（意見交換・部会ごとの発表）

平成26年6月19日(木)に、恵庭市総合計画に係る市民まちづくりワークショップが開催されました。

10歳代～60歳代までの幅広い年齢層の方々に集まっていただき、恵庭市総合計画で描く「10年後の恵庭市」を議論します。

像する」「暮らしやすいまちの姿を想像することにより、めざすまちの姿を共有する」ことを目的に、「恵庭のまちって住みやすい？」「１０年後の幸せな生活

の姿とは？」について意見交換しました。
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第1回 市民まちづくりワークショップ 開催まとめ ～①安心・安全部会～

良いところ 悪いところ

恵庭市に住んでみて？

静かで快適。特に問題ない。
札幌ほどガチャガチャせず、落ち着いたまちだ。
札幌に近く、空港（千歳）にも近くて便利が良い。
恵庭市の周辺が充実している。（千歳レラ、北広島三井アウトレットパーク）
大学も家から通える距離にあって、便利だ。

JR恵み野駅は快速が停まらず、不便だ。
車が無いと、どこにもいけない。
バスの便数が少ない。エコバスも１時間に１本のみで、ルートも余計なところを走る。
近所付き合いが少なく、人間関係が希薄になっている。
普段、住んでいるところなので、恵庭市のことにあまり関心が無い。
高齢者の方々が町内会の中心になっているが、この先はどうなっていくか不安だ。
子育て支援センターは敷居が高くて、利用しづらいと感じる。

普段はどのような生活？

１０年後も住んでいたい？
１０年後どのようなまちになっ

てほしい？

山（恵庭岳）をみたら、恵庭に帰ってきたと感じる（シンボル的存在）。
図書ラリーは是非続けていて欲しい。
「恵庭は読書のまち」を継続していって欲しい。
子供も気軽に集まれる場所が欲しい。
人との関わりが重要であり、快適さの要因である。
町内会のつながりを大事に保っていきたい。

その他、
10年後の希望や不安

恵庭は「読書のまち」で平均１人5～6冊/年借りている。読書貯金や読み聞かせボラン
ティアといった取組がとても良い。

冬場の除雪は近所の方々が誘いあって、民間会社に依頼することもある。

恵庭にある工場が多いのに、恵庭市以外から通っている人が多く、恵庭に住まないのが
不思議だ。

冬場の除雪は苦情を言った方が優先されると聞く。

10年後は団地の子供たちが巣立っていなくなるため、対策が必要。

安心・安全部会の意見交換と発表の様子
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『市民力』を爆発させる！！

第1回 市民まちづくりワークショップの意見結果まとめ ～②希望と活力部会～

良いところ 悪いところ

恵庭市に住んでみて？

学生が祭り等のイベントで活躍しており、評判がいい。
ニュージーランドのティマル市と姉妹都市である。
市民が自発的に行動する。(ガーデニング)
利便性がいい。
高齢者と若者が交流できるイベントがある。(すずらん踊り、エコフェス、スポーツフェス、
鳴子祭り等)
市民グループの数が多い。
公務員が多いから時間的に余裕がある。
自衛隊がずっといる。(すぐ引っ越してしまう人は役職がある人だけ)

大学が駅前にあるのに、まちには学生がいない。(アルバイトや家は札幌にある。)

普段はどのような生活？

仕事で高齢者の方の家に行くことがあり、コミュニケーションを取っている。
恵庭に住んでいない人は、良いまちだと思っている。
市の行政に興味がある。
ボランティアやサークル活動に参加。
大学と商業が連携して商品開発している。

１０年後も住んでいたい？
１０年後どのようなまちになっ

てほしい？

出身は恵庭ではないが、恵庭で家畜等飼いながらのんびり生活したい。
定年後は旅行や趣味をしたい。趣味会を発展させまちづくりに参加したい。
自転車が趣味なので、恵庭を通じて交流したい。
大学と商業のコラボでまちの特産物を作る。
定期的に高齢者と交流し、ひとりにさせない仕組みが必要。

その他、
10年後の希望や不安

高齢者を見守る活動が必要。(宅配サービス、移動支援)
恵庭に住んでいる人は、具体的にどこが良いまちなのか、分からない。
今後も今回のようなワークショップのように、働き盛りの人達が参加できる仕組みがある
と良い。
農工商の現場で働いている人達が交流し連携する仕組みが必要。

希望と活力部会の意見交換と発表の様子
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第1回 市民まちづくりワークショップの意見結果まとめ ～③子どもの未来部会～

良いところ 悪いところ

恵庭市に住んでみて？

千歳市や北広島市に商業施設があるため、札幌に行かなくても買い物でき便利ではあ
る。
恵庭が大好き。「恵庭人」の恵庭へのこだわりは異常なほど。
恵庭の人は良いと思ったものにはお金を使う。
恵み野の街路樹は美しい。
子どもや高齢者に手厚いサービスがあり、とても感謝している部分がある。

恵庭市内に大きいデパートがなく、服を買いに行くのは千歳か北広島のアウトレットなど
が多い。
歩いていける商業施設がなく、車がないと不便。立地条件が効率的ではない。
学生は恵庭で遊ぶという話になかなかならない。歩いていける場所に学生の遊ぶ場所
がなく、カラオケをするために千歳や北広島に行くこともある。立地条件が良くない。
エコバスは低料金でありがたいが、ベビーカーをたたまないと乗せられないので一度
使ってからは足が遠のいた（使わなくなった）。
一番お金や時間がある若者にとっては遊ぶ場所も服を買う場所も何もないまち。
地産地消ができていない。

普段はどのような生活？

野外音楽フェスや4年前には恵婚部（えこんぶ）という婚活イベントを企画した。札幌や千
歳からも参加者がいて、恵庭の公園でバーベキューをしたり飲食店などで開催。恵庭で
人口を増やすにはまずは出逢いの場が必要だろう、ということで取り組んでいた。恵庭で
結婚⇒恵庭で家を建てる⇒恵庭で子どもを産む・育てていく⇒人口を増やすという計画。
7,8回開催し、現在はその活動が商工会議所にて受け継がれて、いまは100人単位で開
催している。
大学は札幌に通っているが、恵庭に戻ってくるとまちが静かでホッとする。
自転車での移動が日常。

１０年後も住んでいたい？
１０年後どのようなまちになっ

てほしい？

メンバー全員が「10年後も住んでいたい。」
子育てしやすく住みやすいまち。恵庭で働けたらよい！
産婦人科（現在1軒）や小児科が増えていて欲しい。
農業や景観、住居など地域ごとにメリハリがある。コンパクトに暮らせるまち。
まちの景観・自然を壊さず大切にし、今あるものや緑を残していく。
新しいものを作っていくのではなく、リフォーム。
今後60代の人が増え子どもが減少する中で、老後の人たちが活躍・活動できる場の整備。
子どもたちとお年寄り（大人）の交流の場（社交場）。子どもは大人にパワーを与え大人は子どもに知恵を与える。
お年寄りの方たちも恋ができる、生きがいが感じられるまち。交流。
50、60代の人も楽しく野球をしているようなまち。
自分の子どもが一度恵庭から出て、パワーアップして戻ってこれるようなまち。
貧乏子だくさんでも恵庭だったら大丈夫と思えるまち。
買い物など、車がなくても移動しやすいまち。
生きがい対策として、高齢者やリタイアした後にもいきいきと働いていける場所があるまち。企業が支援していくこ
とで充実を図る。
モノをつくるより、交流・コミュニケーションの場が必要。
稼ぎが減っていくまたは同じ稼ぎの中で生活コストを下げつつ満足度を得られる豊かな暮らし。自分たちでできるこ
とをやっていきたい。

その他、
10年後の希望や不安

正直なところ、普段の生活では市のやることについて関心はない。
商業をしても流行らず、店の回転が早い。
理由として、恵庭、特に恵み野は教育に熱心で塾など教育関係にお金をかけている。そ
のため、商業施設が流行らない（お金が落ちない）のではないか。
大学や専門学校がたくさんあるのに遊ぶところがないから恵庭にお金が落ちない。
子どもを保育園に入れているが、安全管理の部分に不安があり園を変えたという経緯が
ある。
若者が遊ぶ場所といえばキャッツアイしかなく、駅から徒歩10分以上離れている。
これまで農地の中を歩く散歩コースにしていた場所が、宅地開発の影響でなくなってし
まった。

駅の裏に施設整備が進んでいる。ここに何か遊べる施設などがはいるのではないかと期待。
子どもを出産したときの体験として、良かったのか、それとも悪かったのかによって、地域に対する愛着や思いが変
わってくる（重要なこと）と思う。
地域でＮＰＯとしての取組を行っている。

子どもの未来部会の意見交換と発表の様子H26.6.24


